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 (1) 仮説Ⅰ 
 各教科の関連性、独自性、系統性を考慮した教科の位置づけと各教師の特性を生かしたカリキ
ュラムの創意・工夫により専門的で継続性のある学修の発展が期待できるのではないか。 
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（2013年度）  （総合的な学修に発展）  （2014年度） 




・環境にかかわるために  ・色彩感を育てる  




・季節を生かすために   ・フィールドと保育室を結ぶ工
夫 ・子どもの感性を育むために  ・作品に音楽がある  
・生活を物語るもの  ・作品に感動とドラマがある  ・子どもの興味関心から保育環




・織物体験   ・保育環境を子どもサイドに引
き寄せる技術の習得向上 ・版画体験   
    ・子どもの感性を育むために 
    ・生活を物語るもの 
    ・自然の恵みを生かす 
    ・織物体験 







































































































































 幼保系養成校における総合的カリキュラムに関する成果と課題 25 
次11月に行うこどもフェスティバル（創作オペレッタ）の取り組みに繋げる。 
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５．まとめ 
 
 本稿に掲載したカリキュラム編成の試みは2008年の「保育所保育指針」改訂告示を端緒とした
保育士養成課程等検討会による「保育士養成課程等の改正について（中間まとめ）」によって養成
校にカリキュラム改編が求められたことから始まった。今回の改正のねらいは、「保育の質の向上」
にあり、「保育所が子どもや子育て家庭を取り巻く今日的課題を踏まえ、保育の専門機関として地
域社会に貢献することを求めて」のこととされる。つまりは、時代に即応した保育者しての「専
門性」の向上が求められているのである。 
 カリキュラムの改編にあたっては、科目の名称や単位数の変更、科目の追加、実習科目の充実
等様々なものがあったが、本コースが注目したのは「保育の表現技術」と「保育実践演習」であ
った。 
 「保育の表現技術」は従来の必修科目６系列のうち「基礎技能」が名称変更されたものである。
「子どもの表現を広く捉え、子ども自らの経験や周囲の環境との関わりを様々な表現活動や遊び
を通して展開していくことが重要」とされていることを踏まえ、「音楽表現、造形表現、身体表現、
言語表現」に関する「表現技術を保育との関連で修得できるようにする」ために、本コースでは「保
育の表現技術」という通年４単位の科目を設定したのであった。 
 また「総合演習」から名称変更された「保育実践演習」については３年次の開講科目として学
生による「こどもフェスティバル」の企画・実行とからめた保育の総合力の涵養という目標の達
成への科目と位置づけたのである。 
 本学は小学校養成課程もあることから、「保育実践演習」と「教職実践演習」を併設しなければ
ならなかった。「教職実践演習」は2013年度に開講された。小学校課程受講者とは、外来講師の講
演などは適宜合同で受講することとなっていたが、開講後は幼保関係の独自の学びを重視した。 
 以上の2013年度までのカリキュラムの改編と実践により、冒頭に揚げた仮説の検証を行ったの
だが、これまでの取り組みから、以上の結論を得た。しかしながらこれらの取り組みはまだ端緒
にあるのであって、今後のＰＤＣＡサイクルにより更なる改編と充実が目指されるべきものであ
る。 
 
